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4. 和の文化講座「和の花」 

日時／2011年 4月 17日(日)午後 2時～4時 

場所／松風園(福岡市文化交流公園) 

福岡市中央区平尾 3丁目 28番 

講師／飯冨章宏(能楽師：重要無形文化財綜合指定) 

   今村一夫(能楽師：観世流シテ方) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

平成 22年(2010年)12月、南市民センターで新作能「桧原桜」が市民に始めて披露された。

この桧原桜は道路整備にともない伐採される予定であったものが、ある短歌をきっかけに

して残されることになった有名なエピソードをもとにしたものです。 

 和の文化講座では、映像を使いながら制作に関わった能楽師自らそのエピソードを語り、

さらに謡と鼓による、能の一部実演も行った。 

  なお、写真原画は福岡市南区より提供 
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新作能「桧原桜」の素材

である、和歌ならびに、

いきさつ。 

 

 

 

 

 

   

 

 

初演：前シテの語り 

   土地の女(今村一夫) 
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間語：桧原桜のいわれを語る野村万禄 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後：花の精の登場 (子方：一般公募) 
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後シテ：筑前の花守(多久島利之) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

花の精の舞 

 

途中からシテ

の舞になる。 
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シテ(筑前の花守)の舞。 

桜の花台の周りを舞うところ 
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終局：福岡の空を桜花でみたし、万民の幸福を祈る。 

 

 

 

 

 

 


